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中３「標本調査」単元

→中学校で統計的思考力を育成するための「出口」

現状では「指導と評価の在り方がわかりづらく，
比の計算に終始している」という指摘も

次期学習指導要領改訂に向けて，３年間の統計・確率
の学習の位置付けを再検討する必要性
(例えば松嵜，2014)．

研究の意図
pp.1-3



中学校数学科において統計的思考力を育成するため
の指導への示唆を，中３「標本調査」単元を中心に得る
こと

統計的思考力
「文脈を踏まえて統計的問題解決を実行したり，既存
の統計的問題解決とその背景を理解したりすることが
できる力」 （Dani Ben-Zvi and Joan Garfield, 2004）

研究の目的
pp.2-3



① 標本の多様な抽出方法の比較・検討
（無作為抽出とそれ以外の対比→無作為抽出のよさ）

② 関連内容との系統性の重視
（中１「散らばりと代表値」、中２「確率」を生かす場面）

③ PPDACにおける軽重の置き方
（「Plan」を重視しつつ，サイクルを広げる）

④ ビッグデータの扱いに向けたICT利用

（ExcelのRandbetween関数，statsmpl，stathistなど）

単元構成の重要な視点

標本調査（個別）

統計（一般）

pp.3-7



無作為抽出：確率的な偶然性をもとに抽出（乱数）

系統抽出：等間隔に抽出（10の倍数番号，奇数）

便宜（便利）抽出：調査しやすい対象を抽出（街角，Web）

有意抽出：詳しい人が対象を決めて抽出（静岡県）

層化（層別）抽出：対象を層に分けて抽出（年齢別，性別）

標本の多様な抽出方法
pp.3-4
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p.8



第１－２時 標本調査の必要性と意味

pp.9-12



第１－２時 標本調査の必要性と意味

pp.9

「立場によって
「良い方法」って変
わると思う・・・」

問題 2020年東京オリンピックの支持率を調べるために標本
を抽出する「良い方法」とはどんな方法だろうか。



p.10



第１－２時 無作為抽出の必要性と意味

p.10



第１－２時 無作為抽出の必要性と意味

p.11



第１－２時 無作為抽出の必要性と意味

p.11



「センサス＠スクール」
神経衰弱

第３－４時 標本の大きさと母平均

pp.12-14



第３－４時 乱数発生→無作為抽出

pp.12-14



「箱の中のみかん」
「カモシカの生息数」

用語の再確認

第５時 母平均・母集団の大きさの推定

pp.14-16



第６時 傾向をとらえ説明すること

pp.16-18



第６時 傾向をとらえ説明すること

pp.16-18





生徒が立てた計画

pp.18-19



p.21



生徒が考えた練習メニュー

p.22



p.22



p.22



球種による層化無作為抽出を行う生徒が最も多い。

（第１-２時で紹介した用語「層化抽出」を用いて記述も）

投げる確率の高い球種を１，２種類決めた上で単純無
作為抽出を行う生徒も。

球種を考慮せず全投球から単純無作為抽出を行う生徒
も。

便宜抽出，系統抽出を行う生徒はいない。

代表値としては最頻値を選ぶ生徒が最も多い。

分布の形を見ないで安易に代表値で判断する生徒も。

生徒のレポート（全体の傾向）

p.22



棒グラフとヒストグラムを混同する。

球速の分布を見ないで代表値のみで判断する。

投げる確率が高い球速を，最頻値でなく平均値から得て
いる。

統計的確率を用いるが，説明に用語「確率」を用いない。

生徒のレポート（課題）

p.24

→ 中１，中２の「Ｄ資料の活用」領域の
指導上＆教育課程編成上の課題



 （野球に詳しい生徒）対戦打者を右打ち/左打ち
で層別したりホームランバッターかどうかで層別
したりしてから球種や球速の傾向を読み取り，練
習を提案した生徒も。

 （詳しくない生徒）各投球時の進塁状況のデータ
もあるといっそう深く分析できる，と記述した生徒
も。

生徒のレポート（更なる発展）

→PPDACの２サイクル目への可能性



標本調査におけるレポートの難点

標本調査の必要性
（母集団が手元にあるため）

問題の文脈に関わる経験による有利・不利

時間がかかる。
（無作為抽出を実施する）



次の指導が有効であることが事例的にわかった。

① 単元を通して標本調査と社会との関連性を重視し，生徒の経験
や発想から標本の多様な抽出方法を引き出し，それらを比較し
たり検討したりすることでそれぞれの意味や価値について考えさ
せること。

② 既習の学習内容との系統性を重視し，中１の記述統計，及び中２
の統計的確率を用いて解決したり表現したりする機会を設けるこ
と。

③ 生徒の実態と授業の目標とを照らし合わして，PPDACの軽重を
意識するとともに，中学校の統計学習の出口として，レポート作
成など自立的に一連の統計的問題解決に取り組む機会を単元
の最後に設けること。

④ ビッグデータを扱うことに向けて，ICTを用いて大量のデータから
標本調査を行って母集団の傾向を読み取る経験をさせること。

指導の有効性
p.25



「Ｄ資料の活用」領域における中１，中２の今後の指導改善や新し
い教育課程編成に向けて，次のことがわかった。

⑤ 質的データと量的データ，棒グラフとヒストグラムを区別する学習
活動を充実させる必要性があること。

⑥ 分布を確認した上で代表値を選択する必要性を実感する学習活
動を充実させる必要性があること。

⑦ 代表値の意味や役割，長所と短所を整理する学習活動を充実さ
せる必要性があること。

⑧ 資料から統計的確率を実際に求めたり，総度数が等しい２変量
の度数をそれぞれ統計的確率とみなしたりして判断・説明する学
習活動を充実させる必要性があること。

⑨ 中１のみならず，中２でも記述統計についての学習活動を充実さ
せる必要性があること。

指導改善/教育課程編成上の課題

p.26



① 資料から統計的確率を実際に求めたり，総度数が等しい２変
量の度数をそれぞれ統計的確率とみなしたりして判断・説明す
る学習活動を充実させる方策の検討

② 中１のみならず，中２でも記述統計についての学習活動を充実
させる方策の検討

③ 手作業による無作為抽出とICTを用いる無作為抽出の両方を
実施する授業時間を確保するための方策の検討

④ 統計学習の出口としてのレポート作成を行うことを含めた「標
本調査」単元を指導するために必要な授業時間数の検討

⑤ 標本調査とそれ以外の方法（例えば便宜抽出）を実際に実施
して，どちらが母集団の傾向をより的確にとらえられるかを比
較する授業の検討

今後の課題

p.26


